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を成功させよう！

ＱＬ平成27年度に北海道(ｵU幌)で日数教の全国研究大会があるのをご存知ですか？

日本数学教育学会では,毎年⑲鑓１日畷大禽②数：9噸F噸文纈目会,を行ﾘｮﾋﾞっていま
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大会準備の関係矛隔年冠準備形態が引守継が札ＺＣＶが多し)了す。

合年度は８月１．２Ｂａ講習会．８．４日：研究大会の４日日程矛す。

を行ﾘｮﾋﾞっています。

Ｑ２北海道（ｵU幌）大会は，いつ行われますか？
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Q3.どうすれば北海道（jIU幌）大会に協力できますか？

平成２４年度より日数教準備委員会を組織して，準備を進めているところです｡会場の確保やコン

セプト，シンボルマークなど様々な内容を検討し作業を進めています。

本格的には，前年８月の鳥取大会が終了してから，実行委員会と名称を新たにして本格的に大会準

備を進めていきます。大会へ向けて，特に札勘B圏の先生には，知力と体力と多忙な中の時間を割い

ていただきたいと思いますｏまた，研究発表は高校で例年１００～１５０本程度が大会で発表され

ます。北海道からも最低でも２０本できれば３０本の研究弗浪を全国に発信していきたい

と考えています。

｢北海道の数学教育」の熱意と素晴らしさを全国に発信しましょう
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Q4．全国大会で研究発表をするにはどうすればいいのですか？

申込は個人矛の申込が刷りです。毎年北顛i【か閉発表者竜堆麗・派遣してllZのは，旅費の５万

円壱補助す３だ｡､の選考宿してい：たり)矛す。

全国大会了発表す：ICは．下記の日程I｡従って申込宿すれ感OK了す。

例）Ｈ27.8北海道（札幌）大会で発表する場合の申込み日程
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上記のように，発表にするにはＨ２6年の９月から，

ことになります。

遅くともH27の１月までには申込をする

Q5.大会に参加することで何を得ることができます力､？

数学教師として過去から現在そして未来へ生徒たちととち自分自身を磨き続けていく中で，

日本全国の仲間と研究成果を発表しあう経験は，稀有かつ有用な経験となります。

それが「この北海道の地で実現できる」というチャンスなのです。

是非，このチャンスへ向けて発信する仲間になってください

北海道で全国研究大会が行われるのは1961年の第43回大会以来の実に剥年ぶりとなります。

北海道の数学教育の中心として活躍する数実研会員の皆さんのご協力を期待しています。
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